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別　表

舶

三朝町山村朗尭センター使用料

基準使用料　l　虫加使用料
~■L r-　･:~~　-~i　･=　~=:_　T

昼間i夜間

300 !年00

盛衰宮千二
実習室

串oo i∫00i I

和　室! 300.1占00事′oo I/20仁′

膚､考　　　　　　　　　　　一一

/基本使用料は､瀞可使用時簡4L時間までの額をblう｡

仙　昼噛料金は､午前8時30分から午後5時まで｡

拘　夜潤料金は､平壌∫時から午後′0時t七｡

1追加使用料は健用時間を嘩えて鍵用した時簡/時間の′

額をいう｡ただし､端数時間は/時樹として計算する｡
■~

3　結婚式場使用料は′回につき/･∫00円.tする○

㌔ 4L　農林相教室､保健相談室､青年室､歯音室を会我等に

.使用する場合は小会議室の料金に準ずる｡

5　符別料金は､酒演の持込みを'し良と･き拡散収するo

一

･

　

■

一

/t

こ
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｡
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